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社会福祉法人 山形県コロニー協会 

令和３年度 事業報告 

（令和３年４月１日～令和４年３月３１日） 

総 括 

 令和３年度は前年と同じように年度を通じて新型コロナ感染対策に追われた１年であった。

感染防止のため職員、利用者の自宅待機等はあったものの施設内感染に起因する感染者はい

なかったが、オミクロン株の流行で病院、学校、保育園等でのクラスター発生で、若干名が

新型コロナウイルスに感染した。 

新型コロナウイルス感染防止の影響は各事業所運営に影響を及ぼした。昨年度から受託事

業として開始した村山障害者就業・生活支援センター「ふうれ」の活動は、面談を中心とし

た定着支援活動に制限が加わったことの影響は大きかった。しかし、電話、メール等を活用

し事業を推進し、土曜日の事業所開設も利用者面談の利便性を高めることになり、一年を通

じての活動を行うことができた。就労移行支援事業の職場定着支援事業についても同様であ

った。桜田南拠点、天童拠点の相談支援事業も新型コロナウイルス防止のため面談等に支障

が生じたが支援に大きな問題は発生しなかった。 

 令和 2 年度に新型コロナ禍での事業展開で最も影響が大きかった就労継続支援事業 A 型山

形福祉工場、就労支援事業 B 型コロニーセンターの就労支援事業は、令和 3 年度においては

山形福祉工場印刷事業については収益が増加したが、コロニーセンターについては収益の回

復基調には至らなかった。製パン事業は期中に既に小麦粉等原材料の値上げがあったが、令

和４年度はさらにロシアのウクライナ侵攻による原材料価格高騰の影響により就労支援事業

の収益悪化が避けられそうにない。 

 障がい者の一般就労支援では、障害者就業・生活支援センター、障がい者相談支援センタ

ー、就労サポートセンターが有機的に連携して、障がい者の職場定着支援に実績をあげるこ

とができた。 

 児童支援については児童発達支援事業うぃる天童の事業運営が充実してきた。就学時の受

け皿となる放課後等デイサービスの機能が弱く課題となっていたが、定員を拡大することで

対応した。 

 総じて昨年度に引き続き新型コロナ感染対策に振り回される一年となり、事業継続化計画

の必要性が改めて問われることになったが、様々な非常災害時の避難確保計画の実行性確保

問題とともに次年度の懸案事項となった。 

 長らく法人の就労支援事業の中核事業であった印刷事業の長期低迷が続き、新しい就労支

援事業の開発が必須であったが、一般社団法人ゼンコロから「書籍電子化事業」の話があり

その参入を決意した。日本財団の機器整備事業の助成申請行い、令和４年度の書籍電子化作

業受託を見据えた機器整備を行った。 

 １年を通じて職員研修はオンラインでの開催が多かった分、距離間がないため逆に多くの

職員が参加できた。その中でも特に国際障害者権利条約についての研修会に多く参加した。
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本年２月に起きたロシアによるウクライナ侵攻と戦火の中での障害者の生活について、障害

者権利条約の批准の観点から考えると研修の意義さえかすむことになった。 

１．理事（監事）会・評議員会 

理事会（監事）会は、「共同生活援助事業所用の土地・住宅の購入について」の審議から

購入後の定款の一部変更までの一連の議案及び、今年度の定時評議員会時が役員の改選時

期だったことによる役員の選任や理事長の選定等の議案審議等を中心に、計5回開催した。 

評議員会は、令和 3 年 6 月 22 日に定時評議員会（第 61 回評議員会）を開催し、令和２

年度決算について審議したほか、新役員を選任した。また、12 月 23 日に臨時に開催（第

62回評議員会）し、定款の一部変更について審議した。 

２．監事監査 

  監事 2 名による令和 2 年度の理事の職務の執行に係る監事監査を 5 月 27 日に実施した。

監査結果については、6月 7日開催の第 252回理事会及び 6月 22日開催の定時評議員会（第

61回評議員会）において監事から報告された。 

３．第三者委員による直接苦情受付（施設訪問）の実施 

本年度は桜田南拠点にて 3 回、天童拠点において 2 回の計 5 回の直接苦情受付（施設訪

問）を予定していたが、新型コロナウイルス感染症対策の観点から桜田南拠点での直接苦

情受付（施設訪問）１回の実施に留まった。 

【桜田南拠点】 

第 1回 令和 3年 8月 20日（金）12:00～13:30 

・松田 昭裕 委員 …… 受付：0件（場所：コロニーセンター２階相談室） 

・相蘇恵美子 委員 …… 受付：0件（場所：コロニーハイツ１階娯楽室）  

【天童拠 点】 

直接苦情受付なし。 

４．第三者委員との苦情解決合同会議及び虐待防止委員会の開催 

令和 3 年度は、各事業所の苦情直接受付担当者及び苦情解決責任者並びに苦情解決第三

者委員を参集し、年 4 回開催する予定としていたが、新型コロナウイルス感染症対策の観

点から、開催回数・参集範囲を縮小し開催した。苦情解決第三者委員合同会議終了後、虐

待防止委員会を開催した。 

○ 第 1回苦情解決合同会議及び第 1回虐待防止委員会

・日 時：令和 3年 8月 20日（金）13:30～14:30

・内 容：① 第三者委員への直接連絡 …………… 0件 

② 第三者委員施設訪問時の直接受付 … 0件

③ 苦情受付担当者による直接受付 …… 1件（ｺﾛﾆｰｾﾝﾀｰ 1件） 
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④ 意見箱への投函 ……………………… 0件 

⑤ 虐待に関わる報告 …………………… 0件 

○ 第 2回苦情解決合同会議及び第 2回虐待防止委員会

・日 時：令和 3年 11月 11日（木）13:30～14:30

・内 容：① 第三者委員への直接連絡 …………… 0件 

② 第三者委員施設訪問時の直接受付 … 0件

③ 苦情受付担当者による直接受付 …… 1件（うぃる天童 1件） 

④ 意見箱への投函 ……………………… 0件 

⑤ 虐待に関わる報告 …………………… 0件 

○ 第 3回苦情解決合同会議及び第 3回虐待防止委員会

・日 時：令和 4年 2月 17日（木）13:30～14:30

・内 容：① 第三者委員への直接連絡 …………… 0件 

② 第三者委員施設訪問時の直接受付 … 0件

③ 苦情受付担当者による直接受付 …… 1件（うぃる天童 1件） 

④ 意見箱への投函 ……………………… 0件 

⑤ 虐待に関わる報告 …………………… 0件 

５．労働安全対策 

毎月１回（15 日）に労働安全衛生委員による安全衛生巡回と労働安全衛生委員会を開催

し、ヒヤリ・ハット、危険箇所の早期改善等、全ての職員の安全確保、災害の防止及び保

健衛生の向上のための安全衛生管理の充実を図った。 

毎年、7月 1日から 7日まで「全国産業安全週間」、10月 1日から 7日まで「全国労働安

全週間」であり、この期間中にはポスター等による周知等による啓発活動を実施し、協会

全体で安全衛生管理活動に積極的に取り組んだ。また、10月 1日から 12月 31日まで山形

労働局等が主催する「山形ゼロ災 3か月運動・2021」に参加協力した。

６．防 災 対 策 

  各事業所における避難訓練の他、火災・大規模地震を想定した総合防災訓練を実施した。

また、コロニーハイツでは夜間避難訓練を 7月に実施した。 

新型コロナウイルスの影響により、例年実施している桜田南町内会（自主防災会）等の

地域の方々との連携した防災訓練等については、極力控えざるを得ない形となったが、要

配慮者利用施設の避難確保、非常災害対策計画の内容等については適宜確認した。災害対

策用備蓄の食糧品・医薬品・日用品の一部を随時更新した。その他、可能な範囲で桜田南

町内会（自主防災会）の会合にも協会として参加した。 
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７．全体収支総括 

  福祉事業活動収支（対前年比） 収入総額 365,668千円（昨年対比 104.3％） 

支出総額 357,653千円（昨年対比 102.8％） 

  就労支援事業収支（対前年比） 収入総額 176,156千円（昨年対比 106.0％） 

支出総額 180,999千円（昨年対比  95.5％） 

８．情 報 公 開 

 透明性の高い事業運営を目指し、ホームページ等を活用し積極的に情報公開に努めた。

法人からお知らせの他、各事業所の活動等についても、適宜ホームページを更新した。ホ

ームページ委員会を定期的に開催し、協議・検討を重ね、より良い情報公開ツール作りに

努めた。 

９．地域との交流・協力体制 

  新型コロナウイルス感染症等の影響もあり、毎年恒例となっていた地域交流会等、不特

定多数の方が来場する催し等については中止せざるを得なかった為、交流機会は極端に減

少してしまったが、そのような状況下においても、感染対策徹底のうえ、可能な限り地域

の方々の桜田南町内会（役員会・総会・自主防災会）の会合、蔵王地区地域健康教室（い

きいきサロン）等、施設・敷地等を解放し、施設利用ニーズに応えた。 

コロニー協会従業員で構成している「坂巻川に親しむ会」として、今年度も「山形県ふ

るさとの川愛護活動支援事業」に参加した。社会貢献活動の一環として近隣地域の 2 団体

とも協力しながら、河川（坂巻川）周辺の草刈り、ゴミ拾い等、環境整備・美観向上に努

めた。 

10．職員研修の実施 

障害者福祉サービスの担い手としての資質・専門性の向上を図るため、職員内部研修を

年間 3 回実施した。新型コロナウイルス感染症の収束見込みが立たない状況の中での開催

であったため、感染予防・リスク低減を図るため、各事業所単位での専門研修に切り替え

たほか、Zoom等を活用したオンライン研修を実施した。 

関係機関、他団体主催の研修・勉強会等についても Zoom等のオンライン研修機会は前年

にならいに増加した。 

【職員研修（内部）】 

○ 職員研修①（各事業所：専門研修）

・日 時：令和 3年 8月 21日（土）8:30～12:30

・場 所：各事業所

・内 容：カウンセリングゼミナール研修

○ 職員研修②（Zoom）

・日 時：令和 3年 11月 27日（土）8:30～12:30

・場 所：山形県コロニー協会 各事業所（Zoom）
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・内 容：「星に語りて」を視聴しての災害時における個人上保護について

○ 職員研修③（Zoom）

・日 時：令和 4年 1月 8日（土）8:30～12:30

・場 所：山形県コロニー協会 各事業所（Zoom）

・内 容：⑴ 伝達研修（障がい者虐待防止・権利擁護研修）

⑵ 感染症対策

11．有資格者の現員 

下記の国家資格について、有資格者数は下表のとおりとなった。今年度は社会福祉士

試験に 2名が合格した 

表）有資格者数 

社会福祉士 精神保健福祉士 介護福祉士 保 育 士 
看 護 師 

（准看護士） 
栄 養 士 

１８ ５ ８ １１ 
３ 

（３） 
１ 

※重複有資格者、非常勤職員を含む。

12．後 援 会 

新型コロナウイルス感染症等の影響もあり、定期総会は開催中止となった。7月 17日に

後援会役員会のみ開催し、令和 2 年度事業報告及び収支決算の承認、令和 3 年度事業計画

及び収支予算が原案どおり承認された。 

13．そ の 他 

① アビリンピック（障害者技能競技大会）参加

【第 19回山形県障害者技能競技大会（アビリンピックやまがた 2021）】 

7 月 7 日に、天童市にある山形県総合運動公園において「アビリンピックやまがた

2021」が開催された。山形県コロニー協会が運営する事業所からの出場者は下記のと

おり。 

（就労継続支援事業Ａ型 山形福祉工場） 

・ＤＴＰ部門 ………………………………… 1名 

（就労移行支援事業・就労定着支援事業 山形コロニー就労サポートセンター） 

・ビルクリーニング部門 …………………… 2名 

・ワード・プロセッサ（初級）部門 ……… 2名 

・製品パッキング部門（デモンストレーション）…… 2名 

【第 41回全国障害者技能競技大会（第 41回全国アビリンピック）】 

12月 18日～12月 20日に、東京ビッグサイト（東京都江東区）において、「第 41回

全国障害者技能競技大会（第 41回全国アビリンピック）」が開催された。「アビリンピ
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ックやまがた 2021」にて、優秀賞を獲得し、全国アビリンピックに出場した出場者は

下記のとおり。 

（就労継続支援事業Ａ型 山形福祉工場） 

・ＤＴＰ部門 ………………………………… 1名 

② 一般社団法人ゼンコロ活動

加盟している一般社団法人ゼンコロには、当法人から常務理事 1 名、運営委員 1 名を

派遣している。令和 3年度は新型コロナウイルス感染予防の観点から、理事会・総会（6

月・11月・3月）については、いずれも書面での開催となった。 

一方で、会議、研修等については、Zoom 等の活用が急速に進み、集まらずに開催でき

るオンラインによる会議、研修機会が増加した。会議等については、ゼンコロ運営委員

会の他、運営委員月例ミーティングが創出され、これまで以上に緊密に各コロニーとの

情報共有や意見交換、学習会、課題検討等を行うことができた。ゼンコロ主催研修会に

ついては、これまで業務都合により参加が叶わなかった職員も、参加しやすい形式とな

り、Off-JT として多くの職員が参加できた。オンラインの強みを生かし、これまで以上

に会員法人間の連携・協力体制が進んだ年度となった。 
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令和３年度 

決 算 報 告 書 

社会福祉法人 山形県コロニー協会 



法人単位資金収支計算壽

（自）令和 3年 4月 1 日（至）令和 4年 3月 31 日

勘定科目

就労支援事業収入

障害幅祉サ ー ビス等事業収入

収 経常経費寄附金収入

事
入 受取利息配当金収入

業 その他の収入
活 事業活動収入計 (1)
動 人件費支出
に
よ 事業費支出
る

支
事務費支出

出 就労支援事業支出

支払利息支出

その他の支出

事業活動支出計 (2)

事業活動資金収支差額 (3) = (1)-(2) 

施設暇備等補助金収入

施 収
入

璽 施設披備等収入計 (4)

に 設備資金借入金元金償還支出

よ
支

固定資産取得支出
る
収 出

支
施設整備等支出計 (5)

施設整備等資金収支差額(6) = (4)-(5) 

そ
収の

他 入

の
活 その他の活動収入計 (7)
動 その他の活動による支出
に
よ 支
る 出

悶 その他の活動支出計 (8)

その他の活動資金収支差額(9) = (7)-(8) 

予備費支出(10)

当期資金収支差額合計(11) = (3) + (6) + (9)-(10) 

前期末支払資金残高 (12)

当期末支払資金残高 (11) + (12) 

予算(A)

182,650,000 

371,206,000 

500,000 

12,000 

14,435,000 

568,803,000 

287,387,000 

24,635,000 

63,462,000 

178,886,000 

873,000 

647,000 

555,890,000 

12,913,000 

102,590,000 

102,590,000 

5,004,000 

127,514,000 

132,518,000 

△29,928,000

゜

277,000 

277,000 

△277,000

△17,292,000

284,056,253 

266,764,253 

決算(B)

176,156,738 

365,668,687 

500,000 

3,322 

14,382,361 

556,711,108 

280,330,811 

21,465,930 

56,025,271 

166,954,987 

872,952 

260,941 

525,910,892 

30,800,216 

60,950,067 

60,950,067 

5,004,000 

83,206,674 

88,210,674 

△27,260,607

゜

275,710 

275,710 

△275,710

3,263,899 

284,056,253 

287,320,152 

第 一 号第 一様式

差異(A)-(B) 

6,493,262 

5,537,313 

゜

8,678 

52,639 

12,091,892 

7,056,189 

3,169,070 

7,436,729 

11,931,013 

48 

386,059 

29,979,108 

△17,887,216

41,639,933 

41,639,933 

゜

44,307,326 

44,307,326 

△2,667,393

゜

1,290 

1,290 

△1,290

△20,555,899

゜

△20,555,899

（単位：円）

備考
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法人単位事業活動計算壽

（自）令和 3年 4月 1 日（至）令和 4年 3月 31 日

勘定科目

就労支援事業収益

収
障害幅祉サ ー ビス等事業収益

益 経常経費寄附金収益

『 サ ー ビス活動収益計 (1)
ビ 人件費ス
活 事業費

事務費

冒
就労支援事業費用

の 減価償却費
部 国庫補助金等特別積立金取崩額

徴収不能引当金繰入
サ ー ビス活動費用計 (2)

サ ー ビス活動増減差額(3) = (1)-(2) 

受取利息配当金収益
サl 収

その他のサ ー ビス活動外収益

益 経常経費補助金等収益
ビ
ス
活 サ ー ビス活動外収益計 (4)

動 支払利息
外 その他のサ ー ビス活動外費用
塁 費

用
の
部 サ ー ビス活動外費用計 (5)

サ ー ビス活動外増減差額(6) = (4)-(5) 

経常増減差額(7) = (3) + (6)

施設整備等補助金収益

収
その他の特別収益

益
特
別 特別収益計(8)

塁 固定資産売却損・処分損
の

費
国庫補助金等特別積立金取崩額（除却等）

部 用 国庫補助金等特別積立金積立額

特別費用計 (9)

特別増減差額(10) = (8)-(9) 

当期活動増減差額(11) = (7) + (10)

塁
活
動

塁
喜
の
部

前期繰越活動増減差額(12)

当期末繰越活動増減差額(13) = (11) + (12)

基本金取崩額(14)

その他の積立金取崩額(15)

その他の積立金積立額(16)

次期繰越活動増減差額(17) = (13) + (14) + (15)-(16)

当年度決算(A)

176,156,738 

365,668,687 

500,000 

542,325,425 

280,161,811 

21,465,930 

56,025,271 

180,999,782 

26,511,836 

△4,869,117

116,800

560,412,313 

△18,086,888

3,322 

14,382,361 

13,024,486 

14,385,683 

872,952 

260,941 

1,133,893 

13,251,790 

△4,835,098

60,950,067 

115,300 

61,065,367 

1,015,780 

△711,193

58,189,664

58,494,251 

2,571,116 

△2,263,982

383,421,743 

381,157,761 

381,157,761 

第二号第一様式

（単位：円）

前年度決算(B) 増減(A)-(B) 

166,037,320 10,119,418 

350,527,249 15,141,438 

500,000 ゜

517,064,569 25,260,856 

256,223,062 23,938,749 

21,445,944 19,986 

48,079,231 7,946,040 

189,424,868 △8,425,086

27,180,847 △669,011

△5,197,786 328,669

115,300 1,500 

537,271,466 23,140,847 

△20,206,897 2,120,009 

7,895 △4,573

15,116,767 △734,406

13,441,500 △417,014

15,124,662 △738,979

923,026 △50,074

312,078 △51,137

1,235,104 △101,211

13,889,558 △637,768

△6,317,339 1,482,241 

980,500 59,969,567 

164,100 △48,800

1,144,600 59,920,767 

7 1,015,773 

△711,193

58,189,664

7 58,494,244 

1,144,593 1,426,523 

△5,172,746 2,908,764 

401,455,489 △18,033,746

396,282,743 △15,124,982

7,139,000 △7,139,000

20,000,000 △20,000,000

383,421,743 △2,263,982

- 9 -



第
三

号
第

一
様

式
法

人
単

位
貸

借
対

照
表

令
和

4 年
3 月

31
日

現
在

資
産

の
部

負
債

の
部

当
年

度末
前

年
度末

増
減

当
年

度末
前

年
度末

増
減

流
動

資
産

37
4,

68
4,

63
5 

31
2,

13
7,

03
9 

62
,5

47
,5

96
 流

動
負

債
10

0,
60

5,
64

9 
40

,8
06

,4
05

 
59

,7
99

,2
44

 

現
金

預
金

20
9,

33
3,

25
9 

20
7,

36
6,

31
5 

1,
96

6,
94

4 
事

業
未

払
金

76
,2

60
,1

98
 

15
,9

40
,7

70
 

60
,3

19
,4

28
 

事
業

未
収

金
19

,1
64

,7
17

 
20

,7
18

,4
76

 
△

1,
55

3,
75

9 
そ

の
他

の
未

払
金

4,
96

8,
90

5 
5,

84
5,

88
8 

△
87

6,
98

3

未
収

金
1,

08
6,

04
0 

38
,7

29
 

1,
04

7,
31

1 
1

年
以内

返
済

予
定

設
備

資
金

借
入

金
5,

00
4,

00
0 

5,
00

4,
00

0 
゜

未
収

補
助

金
62

,3
15

,0
67

 
1,

80
6,

00
0 

60
,5

09
,0

67
 

未
払

費
用

1,
02

1,
31

1 
1,

27
8,

00
2 

△
25

6,
69

1

未
収

収
益

72
,5

30
,2

17
 

70
,7

43
,7

21
 

1,
78

6,
49

6 
預

り
金

1,
07

3,
45

9 
49

0,
39

5 
58

3,
06

4

仕
掛

品
1,

95
4,

20
0 

1,
77

9,
20

0 
17

5,
00

0 
職

員
預

り
金

73
4,

34
6 

58
3,

35
0 

15
0,

99
6

原
材

料
1,

36
8,

43
4 

2,
27

8,
48

1 
△

91
0,

04
7 

前
受

金
10

0,
43

0 
゜

10
0,

43
0

立
替

金
5,

75
8,

79
1 

6,
17

7,
59

7 
△

41
8,

80
6 

賞
与

引
当

金
11

,4
43

,0
00

 
11

,6
64

,0
00

 
△

22
1,

00
0

前
払

金
57

,0
00

 
57

,0
00

 
゜

前
払

費
用

1,
23

3,
71

0 
1,

28
6,

82
0 

△
53

,1
10

徴
収

不
能

引
当

金
△

11
6,

80
0

△
11

5,
30

0
△

1,
50

0

固
定

資
産

55
7,

69
2,

79
3 

51
2,

62
5,

16
0 

45
,0

67
,6

33
 固

定
負

債
11

2,
70

0,
56

1 
11

4,
63

2,
22

3 
△

1,
93

1,
66

2

基
本

財
産

28
2,

22
3,

56
7 

28
3,

39
0,

12
0 

△
1,

16
6,

55
3 

設
備

資
金

借
入

金
79

,9
84

,0
00

 
84

,9
88

,0
00

 
△

5,
00

4,
00

0
士

地
76

,9
97

,7
13

 
65

,6
07

,2
63

 
11

,3
90

,4
50

 
退

職
給

付
引

当
金

32
,7

16
,5

61
 

29
,6

44
,2

23
 

3,
07

2,
33

8

建
物

20
5,

22
5,

85
4 

21
7,

78
2,

85
7 

△
12

,5
57

,0
03

負
債

の
部

合
計

21
3,

30
6,

21
0 

15
5,

43
8,

62
8 

57
,8

67
,5

82

そ
の

他
の

固
定

資
産

27
5,

46
9,

22
6 

22
9,

23
5,

04
0 

46
,2

34
,1

86
 

純
資

産
の

部
士

地
9,

35
6,

40
0 

9,
35

6,
40

0 
0基

本
金

16
4,

62
8,

94
6 

16
4,

62
8,

94
6 

゜

建
物

54
,1

48
,8

20
 

23
,8

82
,4

27
 

30
,2

66
,3

93
 

第
1

号
基

本
金

16
4,

62
8,

94
6 

16
4,

62
8,

94
6 

゜

構
築

物
12

,2
11

,4
15

 
14

,9
67

,0
66

 
△

2,
75

5,
65

1 
国

庫
補

助
金

等
特

別
積

立
金

96
,9

49
,5

53
 

44
,9

37
,9

24
 

52
,0

11
,6

29
 

機
械

及
び

装
置

41
,5

28
,0

97
 

52
,7

49
,5

03
 

△
11

,2
21

,4
06

 そ
の

他
の

積
立

金
76

,3
34

,9
58

 
76

,3
34

,9
58

 
゜

車
輌

運
搬

具
5,

80
3,

22
8 

3,
50

3,
90

0 
2,

29
9,

32
8 

修
繕

積
立

金
4,

57
6,

15
3 

4,
57

6,
15

3 
゜

器
具

及
び

備
品

37
,7

16
,2

56
 

12
,9

52
,0

62
 

24
,7

64
,1

94
 

備
品

等
購

入
積

立
金

35
,5

02
,8

05
 

35
,5

02
,8

05
 

゜

ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア

2,
63

3,
68

1 
3,

10
0,

40
1 

△
46

6,
72

0 
工

賃
変

動
梢

立
金

36
,2

56
,0

00
 

36
,2

56
,0

00
 

゜

投
資

有
価

証
券

25
,0

00
 

25
,0

00
 

0 次
期

繰
越

活
動

増
減

差
額

38
1,

15
7,

76
1 

38
3,

42
1,

74
3 

△
2,

26
3,

98
2

退
職

給
付

引
当

資
産

32
,7

16
,5

61
 

29
,6

44
,2

23
 

3,
07

2,
33

8 
（う

ち
当

期
活

動
増

減
差

額
）

△
2,

26
3,

98
2

△
5,

17
2,

74
6

2,
90

8,
76

4

修
繕

積
立

資
産

4,
57

6,
15

3 
4,

57
6,

15
3 

゜

備
品

等
購

入
積

立
資

産
35

,5
02

,8
05

 
35

,5
02

,8
05

 
゜

工
賃

変
動

積
立

資
産

36
,2

56
,0

00
 

36
,2

56
,0

00
 

゜

差
入

保
証

金
1,

58
0,

00
0 

1,
34

0,
00

0 
24

0,
00

0 

長
期

前
払

費
用

22
5,

50
0 

22
5,

50
0 

゜

定
期

預
金

1,
00

0,
00

0 
1,

00
0,

00
0 

゜

預
託

金
18

9,
31

0 
15

3,
60

0 
35

,7
10

 
純

資
産

の
部

合
計

71
9,

07
1,

21
8 

66
9,

32
3,

57
1 

49
,7

47
,6

47
 

資
産

の
部

合
計

93
2,

37
7,

42
8 

82
4,

76
2,

19
9 

10
7,

61
5,

22
9 

負
債

及
び

純
資

産
の

部
合

計
93

2,
37

7,
42

8 
82

4,
76

2,
19

9 
10

7,
61

5,
22

9 

（単
位

：円
）
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貸借対照表科目
］ 資産の部

l流助資産
現金預金

現金

普通預金

定期預金
事業未収金

未収金

未収補助 金

未収収益
仕掛品
原材料

立替金
前払金
前払費用
事業区分間貸付金
徴収不能引当金

2 固定資産
(1)牢Am庄

土地

建物

(2Jその他の固正臼底
土地

建物

構築物

機械及び装匿
車輌運搬具

器具及び備品

ソフトウェア

財産目録
令和 4年 3月31日現在

場所・物量等 取得年度

小
売上口

現
現
金
金

山銀南山形•本部
山銀南山形・サポ
山銀南山形·工場
山銀東山形・工場
荘内あかねヶ丘・工場
きらやか桜町・工場
山形市良協·工場
きらやか山形東・工場
郵便貯金 ・ 工場
きらやか北・センター施設
山形農協 ・ センター

山銀鈴JII ・ センター 福 祉
きらやか北・センター就労
きらやか桜田・共同生活援助事業

一

山銀南山形・相談
山銀南山形・ハイツ
山銀南山形・シー ド
山銀南山形・ういる
山銀南山形・天童相談
山銀南山形・シー ド天童
山銀南山形・就 業
山銀南山形•生活

去らやか ・ 北営業部
福 祉工場

センター

各サ ー ビス区分

コ ロニーハイツ
福
福

祉
祉
工工

場
場

コ ロニーハイツ
福 祉工場

各サ ー ビス区分
福 祉工場

福 祉工場、 コ ロニーセンター

各サ ー ピス区分
福 祉工場

各サ ー ビス区分
福 祉工場

各サ ー ビス区分

使用目的等

小計

小計
I運転資金
就労 支援 事業顧客 分
就
3月

労末支利援
用

亭
者

業利顧
用

客
料

分残金
小計

過年度退去者利用料等
水消道費税管破還損

付
過

予
払
定金

い分還付予定金 一
一

小計

|
備
闊ば髯詈覧タル化事業機声昏 □ 

小計
自立 支援 費、受託事業受託 費
就 労支援 事業 分印刷半製品

就労 支援 事業 分
印刷材料 ・ パン材料

3月 分諸経費、糊員資格取得費用＿ 
等立替分
ファー ム事業地代
次年度分損宮保険料等
公益事業への貸付
就労

区
支

分
援利事業 売上債権 ・ 各サ

る
ー

引
ビ＿

ス 用者利用料に対す 当
Iし卑JEI生口F

（桜田南拠点）
山形市桜田西四丁目20-16 2021年度 第2種社会福 祉亭業である共同生

活援 助事業所に使用している
（天童拠点）

天童市芳賀タウン南一丁目8番2、 2017年度 第2種社会福祉事業である児童発
8番3、8番4 2018年度 達支援 事業所に使用している
（桜田南拠点）
山形市桜田南1-19 第2種社会福祉事業である就労統続支
1667. 47面 1978年度 援事業A型•福祉ホ ー ムに使用してい

る
山形市桜田南1-19 2007年度 第2種社会幅 祉 事業である就労移
486. 77rrl 行支援 事業に使用している
山形市桜田南1-19 2010年度 第2種社会福 祉 事業である就労継
481. 74rri 続支援 事業B型に使用している
山形市桜田西四丁目20-16 2021年度 第2種社会福 祉 事業である共同生

活援 助事業所に使用している
（天章拠点）

天童市芳賀タウン南1-8-15 2018年度 第2種社会福 祉 事業である児童発
573.15rrl 達支援 事業所に使用している

ロロ

（桜田南拠点） 2018年度 第2種社会福 祉 事業である就 労継
山形市片谷地字将代675-1 続支援 事業B型に使用している
（桜田南拠点） 1992年度付 福祉ホー ムトイレ、調理室改修工
山形市桜田南1-19 享等
（桜田南拠点） 2021年度 耐火防水金庫室内部防水仕様設
山形市桜田南1-19 備工事等
（桜田南拠点） 2010年度h 下水道設備工事、ひかり電話設置
山形市桜田南1-19 工事等
（天童拠点） 2018年度 駐車場アスファルト工事天童市芳賀タウン南1-8-15
（天章拠点） 2019年度 正面玄閉スロープ設置工事

天箪市高揃1751-8 （賃貸物件）
小森コ ー ポレー ション製4色印刷機 ＿ 就労継続支援 事業 （印刷亨業、
他49台 ベー カリー事業）で使用している
ホンダステップワゴン他14台 利用者送迎等に使用している
マツダデミオ 相談支援亭業で使用している
ダイハッタント他2台

ベー カリ事業・農業事業
リサイクル事業で使用している

トヨタプロボックス他3台 印刷事業で使用している
トヨタフォ ークリフト他l台 印刷事業で使用している

就労継続支援出業（印刷出業・ベー
パソコン等他264台 カリ ーキ采等） ・協会内環洸整備用

品等
FUJ IFIRMXMF機ソフトバー ジョン ＿ 就労文援 事業（印刷事業） ・隙が
アップ他7件 い福 祉 事業等に使用している

取得価額 減価償却累計額

I-

11,390,450 

65,607, 263 

514,285,612 514,285,611 

97,966, 971 67,007,804 

99,643, 389 62,562,856 

4, 723, 550 71,989 

155,954,612 23,420,020 

9,356,400 ゜

43,234,800 20,826,686 

32,879,984 191,002 

33,877,837 29,053, 588 

9,401,228 2,179,282 

199,800 34, 580 

249,451,945 207,923,848 
21,729,881 16,254, 145 

!, 018, 000 !, 017, 999 
4,044,861 4,044,858 
7,021,971 6,691,185 
I, 283, 750 I, 283,748 

87,436,460 49,652, 701 

5,908,512 3,274,831 

別紙4

（単位：円）ヽl , f l』ノ

貸借対照表価額

209, 333, 259 
282,359 
661, 747 
944 106 

2,598,304 
26,309,625 
30, 100, 172 
2,476, 771 
6, 249, 758 

34,417,536 
7, 976, 107 
8, 701, 927 

17,478,590 
4,470,327 

186,338 
3, 905, 138 

944,583 
2,642,093 

12, 554, 736 
6,086, 121 

16,088, 156 
5,327,986 
5, 108,522 
3,804, 997 

551,649 
I, 220,692 

199 200 128 
9, 189 025 

15,539,959 
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監査報告書

社会福祉法人山形県コロニ ー 協会

理事長 須 貝 壽 ー 殿

令和4年5月31日

監事忍「保 ー 穴“

監事炉 l闘箪賃1宣

私たち監事は、 令和3年4月1日から令和4年3月3 1日までの令和3年度

の埋事の職務の執行について監査を行いました。その方法及び結果について、次

のとおり報告いたします。

1 監査の方法及びその内容

各監事は、 理事及び職員と意思疎通を図り、 理事会及び評議員会に出席し、 理

事及び職員からその職務の執行状況について報告を受け、 必要に応じて説明を

受け、 重要な決議書類を閲覧し、業務及び財産の状況を調査しました。以上の方

法により、 当該会計年度に係る事業報告及びその付属明細書について検討しま

した。

さらに、会計帳簿又はこれに関する資料の調査を行い、当該会計年度に係る計

算聾類及びその付属明細書並びに財産目録について検討しました。

2 監査意見

(1) 事業報告等の監査結果

① 事業報告等は、 法令及び定款に従い、 法人の状況を正しく示している

ものと認めます。

② 理事の職務に関しては法令及び定款に従い、 適正に執行しているもの

と認めます。

(2) 計算関係書類及び財産目録の監査結果

計算関係書類及び財産目録については、 法人の財産、 収支及び純資産の

増減の状況を全ての重要な点において適正に示しているものと認めます。
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